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1. はじめに 
 本報では，一定軸力（軸力比 0.15）の下で正負繰り返し

載荷を受ける縮小試験体 3 体と実大試験体 1 体および単調

載荷を受ける縮小試験体 1 体の実験結果について述べる。 

2. 脚部モーメントー変形角関係 
 各試験体の脚部モーメント―変形角関係を図 1 に，実験

結果一覧を表 1 にそれぞれ示す。脚部モーメントは水平力

と軸力によるモーメントの合計とした。点線は高橋らの

提案する略算式 3)により算出した曲げ終局耐力計算値 Mu

を示す。 
2.1 縮小試験体（S15A04，S15B04，S15A04S） 
 いずれの試験体も R=±1/3200rad サイクル途中で袖壁端

部脚部に曲げひび割れが発生した。袖壁端部主筋につい

ては，S15A04 と S15A04S では R＝±1/400rad サイクル 1
回目で引張降伏し，S15B04 では R=+1/400rad サイクル 1 回

目で引張降伏，R=+1/200rad サイクル 1 回目で圧縮降伏し

た。柱主筋はいずれの試験体も R=±1/200radサイクル 1回
目で引張降伏した。最大耐力は，S15A04 では正側が

R=+1/67rad サイクル，負側が R=－1/50rad サイクル，

S15B04 では R=±1/33rad サイクル，S15A04S では R=±

1/67rad サイクルのそれぞれのピーク付近で確認された。 
 いずれの試験体も R=±1/33rad サイクル以降で袖壁端部

主筋と壁縦筋の座屈と破断，袖壁脚部のコアコンクリー

トの圧壊により耐力が急激に低下した。曲げ耐力計算値

に対する実験値の比は正負平均で 1.26 となった。 
2.2 実大試験体（L15A04） 
 R=+1/3200rad サイクルおよび R=－1/1600rad サイクル途

中で袖壁脚部に曲げひび割れが発生した。袖壁端部主筋

は R=±1/400radサイクル 1 回目で引張降伏した。柱主筋は

 

 

 
図 1 脚部モーメント―変形角関係 
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表 1 実験結果一覧 

試験体名 
最大耐力

(kNm) 
耐力計算値 

(kNm) 
実験値/

計算値 

最大耐力時

変形角(%)

S15A04
正側 417 

342    
1.22 1.49   

負側 -431 1.26 -2.00   

S15B04
正側 399 

303    
1.32 2.95   

負側 -393 1.30 -2.90   

S15A04S
正側 390 

318    
1.23 1.49   

負側 -384 1.21 -1.51   

L15A04
正側 3211 

2739    
1.17 0.75   

負側 -3092 1.13 -0.50   
S15A04M 394 279    1.41 3.75   

□曲げひび割れ確認 
◇最大耐力 
△柱主筋降伏 
○袖壁端部主筋 
（初めて圧縮降伏あるい
は引張降伏した点） 
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R=+1/200rad サイクル 1 回目で引張側袖壁の柱主筋が引張

降伏，圧縮側袖壁の柱主筋が圧縮降伏した。最大耐力は

正側が R=+1/133rad サイクル 1 回目，負側が R=－1/200rad
サイクル 1 回目のピーク付近で確認され，縮小試験体

S15A04 に比べて早期に最大耐力に至った。最大耐力到達

以降は緩やかに耐力低下したが，S15A04 同様，R=±
1/33rad サイクル以降ではカバーコンクリートの剥落，袖

壁端部主筋と壁縦筋の座屈と破断，袖壁脚部のコアコン

クリートの圧壊により耐力が急激に低下した。R=±

1/25rad サイクル以降で載荷装置に不具合が発生したため，

脚部モーメント―変形角関係には R=±1/33rad サイクルま

でを記している。曲げ終局耐力計算値に対する実験値の

比は正負平均で 1.15 となり，寸法効果の影響により

S15A04 に比べて小さい値となった。 
2.3 単調載荷縮小試験体（S15A04M） 
 R=0.027%付近において引張側袖壁脚部に曲げひび割れ

が発生した。R=0.217%で引張側袖壁端部主筋が引張降伏，

R=0.371%で圧縮側袖壁端部主筋が圧縮降伏した。柱主筋

は R=0.362%で引張降伏した。その後，R=3.73%で最大耐

力を示し，最大耐力到達後は緩やかに耐力低下した。

R=4.00%以降ではカバーコンクリートの剥落，袖壁端部主

筋の座屈が確認されたが，繰り返し載荷試験体で確認さ

れた袖壁端部主筋の破断は発生せず，大幅な耐力低下が

生じないまま R=6.51%で載荷を終了した。曲げ耐力計算値

に対する実験値の比は 1.41 となり S15A04 に比べて大きい

値となった。 
3. 破壊性状 
 各試験体の実験終了時の柱，袖壁の正面及び側面のひ

び割れ状況を図 2 に示す。図中の薄いハッチ部分はカバー

コンクリートの剥離部分を，濃いハッチ部分は剥落部分

を示している。正面のグリッド間隔は縮小試験体では

75mm，実大試験体では 150mm である。 
 正負繰り返し載荷試験体では，図 3 に示すように袖壁端

部主筋と縦筋が破断するとともに，袖壁脚部のコアコン

クリートが圧壊した。試験区間が短い S15A04S の脚部の

圧壊が最も激しく，柱部分の全側面積に対するカバーコ

ンクリートの剥落，剥離面積の比もほかの試験体に比べ

て大きくなるとともに，せん断ひび割れが試験区間全体

にわたって発生した。実大試験体では縮小試験体に比べ

て全側面積に対する柱脚部の圧壊によるカバーコンクリ

ートの剥離，剥落面積の比が小さくなった。単調載荷試

験体では袖壁脚部で圧壊が進行し，圧縮側袖壁端部主筋

の座屈が確認されたが，破断はせず，コアコンクリート

の剥落も少なかった。 

4. まとめ 
 保有水平耐力規準により FA または FB 部材と判定され

る軸力比 0.15 の袖壁付き柱の正負繰り返し載荷および単

調載荷実験を行った。得られた知見を以下に示す。 
・正負繰り返し載荷試験体ではいずれも R±=1/33rad サイ

クル以降で袖壁の縦方向鉄筋の破断とそれに伴うコア

コンクリートの圧壊により耐力が急激に低下した。 
・圧壊によるカバーコンクリートの剥離，剥落面積の比

は試験区間が短い試験体で最も大きくなり，柱脚部も

広範囲にわたって圧壊した。 
・曲げ終局耐力計算値に対する実験値最大耐力の比は，

全縮小試験体で正負平均 1.26，実大試験体で正負平均

1.15 になった。 
・単調載荷試験体では引張側の袖壁端部主筋は破断せず，

大幅な耐力低下は見られなかった。 

 

 

(a)S15A04（R=±1/20rad） (b)S15B04（R=±1/20rad）  

 
(c)S15A04S（R=±1/20rad） (d)L15A04（R=±1/33rad） (e)S15A04M（R≒1/15rad） 

図 2 ひび割れ図（実験終了時） 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 袖壁脚部の損傷状況（S15A04）
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